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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，汚染水の処理，飲料水源の開発，環境汚染の負荷低減等に寄与する新たなナノ技術に

ついて検討したものである．鉄ナノ粒子による汚染水からのセシウム，ストロンチウムの除去なら

びに硝酸塩の除去の効果について包括的に研究することにより，高度な水処理に適用できる鉄ナノ

粒子を開発したものであり，得られた研究成果は化学工学および環境工学の発展に寄与するところ

が大きい． 
よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認められる． 

 
 
 
 


